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研究成果の概要（和文）：本研究は、現在勃興しつつあるイスラーム金融のスキームを利用した伝統的イスラーム経済
制度（ザカート、ワクフ）の再活性化の取り組みに注目したものである。その実態解明を通じて、様々なイスラーム経
済セクター（金融、ザカート、ワクフ）が、現代に再び「システム」としての有機的つながりを取り戻していることが
明らかとなった。そして、その構造は、国家の境界を越えた脱領域的なシステムとして立ち現れていることが判明した
。また、このシステムは、貧困や経済格差といったグローバル資本主義の弊害を是正する大きな役割を果たしているこ
とも明らかとなり、1つのオルタナティヴな経済システムとして機能しうることを示唆するものである。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on a new trend in Islamic finance which pertains to the 
revitalization of the traditional Islamic economic institutions (waqf and zakat) through utilizing the 
scheme of Islamic finance. The new trend is conducive to the organic integration of the Islamic economic 
system in the modern world. We observe that the nature of the emerging system shares commonality with 
that of the economic system in the premodern Islamic world, in terms of high integration with economy and 
society. However, this research highlights that the emerging system came into existence based on the 
modern cyber technology. This enabled the system to exist not at the real geographical level but at a 
metageographical level. Therefore, it can be concluded that the system is not just a resuscitation of the 
antique economic system in the pre-modern Islamic world, but is also a novel system that succeeds the 
golden heritage of the pre-modern era.

研究分野： イスラーム経済論
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１．研究開始当初の背景 
イスラームの理念にもとづいた諸制度を現

代世界に再興させようとするイスラーム復
興の動きは、1970 年代から政治・経済・社
会のあらゆる側面において顕在化し、その動
向は、今日、イスラーム世界だけでなくグロ
ーバルな影響力を持つに至っている。経済面
では、「利子の取得の禁止」「投機的取引の禁
止」といったイスラームの経済理念を掲げる
イスラーム金融と呼ばれる商業ベースでの
実践が登場した。イスラーム金融は、イスラ
ーム世界だけでなく欧米を含む世界各地に
拡大し、現在、経済面でのイスラーム復興を
代表する存在になっている。 
イスラーム金融の実践の現場では、そのマ

ーケットシェアを拡大するべく、新たな金融
商品の開発が続けられている。そのような現
状に対して、「従来型の金融機関との競争力
を重視するあまり、イスラーム金融が本来依
って立つはずのイスラームの経済理念の遵
守が形骸化しているのではないか」という批
判が 2000 年代半ばから盛んになされるよう
になってきている。このような批判的論者は、
望ましいイスラーム金融のあり方を活発に
議論している。彼らは、イスラーム金融の社
会的役割を重視することが、従来型の金融と
の差別化とイスラームの経済理念の発現に
つながるという議論を展開し、それに呼応し
た様々な実践が登場してきている。その先駆
的実践例として、貧困削減のためのイスラー
ム型マイクロファイナンス事業、イスラーム
の経済理念に合致する事業への優先的投資
を行うイスラーム型社会的責任投資が挙げ
られ、理念重視のイスラーム金融のあり方と
しての地位を確立しつつある。 
これらに加えて、2010 年代に入ると、ザカ

ートやワクフといった近代以前のイスラー
ム世界の社会生活を支えてきた伝統的イス
ラーム経済制度を、現在のイスラーム金融の
スキームを利用して再活性化させようとす
る次のような動向が登場し始めてきている
（中東および東南アジア地域において申請
者がこれまでに行ってきたイスラーム金融
に関するフィールドワークの過程で判明し
た）。 
ザカートとは、イスラーム教徒の最重要義

務行為の 1 つであり、毎年の財産保有状況に
応じて徴収が行われ、貧者などに分配が行わ
れる制度である。近年、このザカートの徴収
や分配をイスラーム銀行が担ったり、イスラ
ーム金融方式でザカート資金が運用された
りする事例が見られるようになってきてい
る。 
他方、ワクフとは、イスラーム独自の財産

寄進制度であり、財産の所有権を放棄するこ
とで、そこから生じる利益を将来にわたって
慈善目的に提供することを可能にした制度
である。近代以前は、多くの社会的インフラ
（学校、病院、モスク）の運営にワクフが活
用されており、社会生活に不可欠なものとし

て定着していた。しかし、近代以降、制度の
形骸化やワクフ物件の老朽化が進んでいる。
近年、そのようなワクフ物件をイスラーム銀
行からの資金提供によって再開発し、収益性
を高める取り組みが行われ始めている。 
しかし、これらの取り組みの具体的な運営

メカニズムや、イスラーム金融のスキームを
利用した場合の優位性、新しいメカニズムを
可能にしたイスラーム法の現代的革新のロ
ジックといった実態についての実証的検討
については、実践が始まって間もないことも
あり、国際的にも着手されていない。また、
このような新しい動向が、経済面でのイスラ
ーム復興の文脈でどのように位置づけられ
るのか、現代の資本主義システムにどのよう
なインパクトをもたらしうるのかといった
理論的検討も未着手である。 
ザカートはイスラーム教徒であれば誰もが

納めるものであり、ワクフはその対象物件が
イスラーム世界の至る所に遺されているこ
とを考えれば、イスラーム金融のスキームを
利用した再活性化がイスラーム社会へ与え
る潜在的インパクトは甚大である。また、こ
れらの伝統的経済制度の再活性化は、イスラ
ーム金融が旗振り役を担ってきた経済面で
のイスラーム復興の新境地を開くものであ
り、その動態を分析することは、今後のイス
ラーム復興の動向を考える上でもきわめて
重要であるといえる。 
 
２．研究の目的 
以上の研究の学術的背景を踏まえて、本研

究では、現在まさに勃興しつつあるイスラー
ム金融のスキームを利用した伝統的イスラ
ーム経済制度（ザカート、ワクフ）の再活性
化の取り組みに注目し、先進的取り組みが始
まっている国々を対象としたフィールドワ
ーク（資料調査・聞き取り調査）を通して、
その実態を解明することをめざす。その際に、
多くのイスラーム経済・金融研究で対比的に
論じられることの多い 2 つの地域（中東湾岸
地域と東南アジア）での調査を同時並行的に
着手することで、地域間比較を常に念頭に置
くことにする。具体的な調査対象国として、
中東湾岸地域はアラブ首長国連邦を、東南ア
ジアはマレーシア、シンガポール、インドネ
シアの 3 カ国を取り上げる。 
現地でのフィールドワークでは、再活性化

の担い手である運営団体や提携先のイスラ
ーム金融機関を訪問し、ザカート、ワクフの
それぞれについて、（i）運営メカニズム、（ii）
スキームの優位性、（iii）新しいメカニズムを
可能にしたイスラーム法の現代的革新のロ
ジックを重点的に調査する（具体的な調査項
目は下表のとおり）。また、ザカート資金の
イスラーム金融を通したワクフ再開発への
活用といった両制度の有機的つながりにつ
いても実態調査を行う。 
本研究では、以上の実態解明を踏まえて、

イスラーム金融を利用した伝統的イスラー



ム経済制度の再活性化が、どのような意義と
インパクトを持ちうるのかについての理論
的考察を行う。特に、経済面でのイスラーム
復興の動向における意義、課題が山積する現
代の資本主義システムに対する示唆につい
て考えることで、グローバル化時代の新しい
イスラーム経済の構造的特徴の一端を解明
することをめざす。 
 
３．研究の方法 
イスラーム金融のスキームを利用した伝統

的イスラーム経済制度（ザカート、ワクフ）
の再活性化の取り組みの実態を解明するた
めに、本研究では 3年間にわたって現地での
フィールドワークを実施する。地域間比較を
念頭に置くために、調査対象国は、中東湾岸
地域（アラブ首長国連邦）および東南アジア
（マレーシア、シンガポール、インドネシア）
とする。また、分析に必要な英語、アラビア
語、トルコ語、マレー語、インドネシア語の
資料を現地（アラブ首長国連邦、ヨルダン、
エジプト、トルコ、マレーシア、シンガポー
ル、インドネシア）の図書館・書店、欧米の
図書館（米議会図書館、大英図書館など）で
収集する。 
これらの現地調査と資料収集の成果を踏ま

えて、イスラーム経済システムの現代的再興
についての理論的検討を行う。調査手法は、
現地での聞き取り調査および資料調査を基
本とし、必要に応じて関連する国際会議にも
出席する。また、研究の国際発信に努めるた
めに、国際会議・国際ワークショップでの発
表や、国際専門誌への投稿を積極的に行う。 
 
４．研究成果 
以下では、各年度ごとの研究成果をまとめ

た上で、研究課題全体の成果を述べることに
るす。 
(1)平成 25 年度 
①資料収集 
2014 年 2月には、イギリスとマレーシアに

おいて、マレー語、インドネシア語、英語に
よる関連文献の調査・収集を実施した。また、
2013 年 9月には、アラブ首長国連邦、ヨルダ
ン、エジプト、トルコにおいて、本研究課題
に関するアラビア語、トルコ語による関連文
献および資料の収集を行った。 
②フィールドワーク 
2014 年 2月から 3月にかけて、マレーシア

とシンガポールでフィールドワークを実施
した。マレーシアでは、首都クアラルンプー
ルとスランゴール州を管轄するそれぞれの
ザカート・ファンドを訪問し、当地でのザカ
ートの再活性化に資する先駆的な取り組み
について調査を実施した。シンガポールでは、
同国のザカートやワクフを一元的に管轄す
るムスリム評議会および100近くの管理ワク
フ物件をそれぞれ訪問し、当地でのザカー
ト・ワクフの再活性化に資する取り組みにつ
いての調査を実施した。また、2013 年 9月に

は、別資金で渡航したアラブ首長国連邦の国
営ザカート・ファンドにおいて、同様の調査
を実施した。これらの調査からは、ザカート
の再活性化においては、マレーシアよりもア
ラブ首長国連邦の方が、様々なアクターとの
ネットワークを重視したより先駆的な取り
組みが行われていることが判明した。他方、
ワクフの再活性化については、最も先駆的と
呼ばれているシンガポールの取り組みの実
態をより詳細に解明することに成功した。 
③国際会議での研究発表 
2013 年 9月にトルコ・イスタンブルで開催

された第9回イスラーム経済学国際会議にお
いて、本研究課題の構想に関する研究発表を
行った。 
(2)平成 26 年度 
①資料収集 
2014 年 9月に、アメリカ合衆国の米議会図

書館、シカゴ大学にて、英語、アラビア語に
よる関連文献の調査・収集を実施した。また、
2015 年 2月から 3月にかけて、マレーシアと
インドネシアで、本研究課題に関する英語、
マレー語、インドネシア語関連文献および資
料の収集を行った。 
②フィールドワーク 
2015 年 2月から 3月にかけて、インドネシ

ア、シンガポールでフィールドワークを実施
した。インドネシアでは、首都ジャカルタ、
およびジャワ島東部主要都市マランにおい
て、政府系、民間 NGO 系、草の根系の様々な
ザカート機関を訪問し、当地でのザカートの
再活性化に資する先駆的な取り組みについ
て調査を実施した。そこでは、多様なアクタ
ーが多様な志向性を持ってザカート実践の
再活性化に取り組んでいることが観察され、
昨年度同様の調査を行ったマレーシアと比
べて、インドネシアでは、ザカートの多元的
な現代的実践が行われていることが明らか
になった。シンガポールでは、昨年度に行っ
たワクフの再活性化に関する現地調査の 
アップデート、フォローアップを行った。

再活性化のために物件を改築しているワク
フについては、その進捗状況を確認でき、ま
た、新たに再活性化に取り組んでいるワクフ
があることも判明し、その動態を詳細に調査
した。 
③国際会議での研究発表 
2014 年 5月に京都大学で開催された第 5回

イスラーム・文明・科学国際シンポジウムに
て、昨年度実施したシンガポールのワクフ再
活性化に関する研究発表を、2014 年 8月にト
ルコ、中東工科大学で開催された第 4回世界
中東学会にて、同じく昨年度実施したマレー
シアのザカート再活性化に関する研究発表
を行った。 
(3)平成 27 年度 
①資料収集 
2015 年 8～9 月に、アメリカ合衆国の米議

会図書館、シカゴ大学にて、本研究課題に関
するアラビア語関連文献および資料の収集



を行った。 
②国際会議での研究発表 
2015 年 8月に京都大学で開催された第 9回

イスラーム経済ワークショップ、および 2015
年 9 月に上智大学で開催された第 5 回 NIHU
プログラム・イスラーム地域研究国際会議、
2015年9月にマレーシア国民大学で開催され
た第 6回イスラーム・文明・科学国際シンポ
ジウムにて本研究課題に関する研究発表を
行った。 
(4)研究課題全体の成果と課題 
①成果 
イスラーム金融を用いた伝統的イスラーム

経済制度の再活性化の実態に迫る本研究に
よって、様々なイスラーム経済セクター（金
融、ザカート、ワクフ）が、現代に再び「シ
ステム」としての有機的つながりを取り戻す
ダイナミズムを捉えることに成功した。これ
を「organic integration of the Islamic 
economic system in the modern world」と
表現した［Nagaoka 2014］。 
そして、その構造は、イスラーム帝国とい

う領域的実体に支えられていた近代以前の
イスラーム経済システムとは異なるものと
して立ち現れていることが明らかとなった。
つまり、現代のイスラーム経済システムは、
サイバーネットワークのような現代テクノ
ロジーを駆使して、国家の境界を越えた脱領
域的なシステムとして立ち現れているので
ある。このことを、「meta-geographical 
nature of the emerging system」と表現し
た［Nagaoka 2014］。 
また、このような現代のイスラーム経済シ

ステムは、国家や大企業が関与する現在のグ
ローバル資本主義と異なり、中小企業や草の
根運動、一般庶民が広く参画し、貧困や経済
格差といったグローバル資本主義の弊害を
是正する大きな役割を果たしていることも
明らかになった。このことは、イスラーム経
済システムが、1 つのオルタナティヴな経済
システムとして機能しうることを、未来への
可能性も含めて示唆するものだと考える。 
従来の現代イスラーム経済研究は、国内外

問わず、イスラーム金融の実践の圧倒的なプ
レゼンスの下で、そのほとんどがイスラーム
金融を対象としたものであった。金融以外の
イスラーム経済セクターの現代的位相を解
明する本研究によって、イスラーム金融研究
だけにとどまらないより総合的な観点から
の「現代イスラーム経済論」という新しい研
究領域を開拓した。 
②課題 
研究期間全体を通して、伝統的なイスラー

ム経済制度の再活性化の取り組みに着目し、
イスラーム金融がどのようにコミュニティ
の福祉や社会生活の改善に寄与しようとし
ているのかを実証的に考察したが、現地調査
や資料解析を通して次第に判明してきたの
は、イスラーム金融が自らの社会的役割を重
視し、新たな事業に取り組んでいる以上に、

その事業対象となっている他のイスラーム
経済アクターが、より主体的に社会に根ざし
た新たなイスラーム経済システムの形成に
寄与しうる萌芽的な実践を始めているとい
うことであった。このような実践は、イスラ
ーム金融を頂点に戴く従来からのイスラー
ム経済システムの構造の転換を迫る画期的
な取り組みであり、今後の研究では、これら
の萌芽的な実践の実態をより深く調査する
ことで、金融資本主義化を克服し、グローバ
ル資本主義の本格的オルタナティブとして
のイスラーム経済システムの可能性を考え
る必要があると思われる。 
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